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国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2026年 2月 6日（金）Ｎo.21 

例 会 第１６２５回 早朝例会 第１６２６回 通常例会/小杉苑  

ソング：君が代、奉仕の理想 ソングリーダー：増田陽子君 

■ 会 長 挨 拶           鈴木寿幸君 

皆さんこんにちは、本日も藤枝南ロータリーク

ラブの例会にご出席いただきありがとうござい

ます。本日、２月理事会が開催され地区関連の今

後のスケジュールについて報告がありましたの

で少しお話をさせていただきます。 

来月の３月２２日（日）には、若林年度のガバ

ナー補佐、会長幹事を対象とした「会長エレクト

ラーニングセミナー（PELS）」が、ここ小杉苑で開

催されます。このセミナーの開催にあたり、実行

委員長の早川さん、副実行委員長の松浦さん、総

務部会長の佐野さん、実行委員の古川さんを中心

に順調に準備が進んでおり当クラブからも 10 名

程度の方に当日の奉仕をお願いし開催予定との

報告がありました また、4 月 26 日（日）には、

クラブリーダーシップ・ラーニングセミナー（地

区研修協議会）をツインメッセで準備を進めてお

り、当クラブの主管事業となりますので、実行委

員会から協力依頼がありましたら、「はい。喜んで」

と皆様の協力をお願いいたします。 地区関連の

お話は以上となります。 

私の職業分類は、渡邊芳隆さんと同じ「ガス供

給」ですので、本日は、どうしてもお話ししたい

ことがあります。本日は、「風呂の日」です。２月

６日、日付の「ふ（2）ろ（6）」（風呂）と読む語

呂合わせから。温泉、銭湯、家庭風呂など、日本

独自のお風呂文化の魅力をさらに多くの人に知

らせることを目的に、10年前の 2016年（平成 28

年）に一般社団法人「日本記念日協会」により認

定・登録されました。 

身近すぎて、「お風呂は文化なんて思わない」か

もしれないが、外国人が日本に旅行にきた時に銭

湯や温泉に入ることを目的に来日する人もいる

ほどです。海外からみれば、シャワーが主でバス

タブを使っての入浴は少数派とのことです。湯船

につかってゆっくりする日本式のお風呂は、「は

っとするほど素晴らしい体験」とのことです。日

本人も外国人も「ほっとする日本のお風呂文化」

を楽しむ日ですので皆さん本日は、温泉、銭湯、

家庭の風呂で、日本独特のお風呂文化とお風呂の

後の食事とおいしいお酒を楽しんでいただけれ

ば幸いです。 

最後に本日の例会が、ご出席の皆様の新たな発見

や気づきの例会になることを願っております。本

日もどうぞよろしくお願いいたします。 
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■ 出 席 報 告           鈴木健夫君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

39／49 79.59％ 45／49 91.83％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○飯田君○植田君○数野君〇川口君○小嶋君 

○佐野芳君○樽井君○松浦君○森下君 

伊藤彰君 

(１)メークアップ者 

飯田敏之君(ｻｯｶｰ) 鈴木健夫君(地区) 

パーフェクト例会数：                                                       

欠席連絡は、当日朝１０時前までにお願いします 

 

■ スマイル B O X        鈴木健夫君 

・2026-27年度、藤枝南ロータリークラブ副会長 

としてお忙しい中、今年度に引き続き、地区 

の RLIファシリテーターの委嘱を快諾くださ 

り感謝いたします。望月誠さんのロータリー 

クラブ活動への「熱い思いに感謝」して、ス 

マイルさせていただきます。  鈴木寿幸君 

・妻の誕生日プレゼント有難うございます。 

 20日で後期高齢者となります。 伊藤恒夫君 

・妻の誕生日プレゼント、結婚記念日プレゼン 

トありがとうございます。   若林秀典君 

・35回目の結婚記念日となりました。プレゼン 

トありがとうございました。今後もよろしく 

お願い致します。       渡邊博文君 

・誕生日プレゼントありがとうございます 

                 望月誠君 

・ありがとうございます。    富澤賢一君 

・結婚記念日の記念品ありがとうございました 

 毎日、怖さを感じるあんな妻ですが、何とか 

生活しています。破局ではなく、離婚になっ 

た時には報告いたします。ありがとうござい 

ました。           森竹正晃君 

・妻の誕生日プレゼントありがとうございます 

 かわいい妻は 20年前に買った喪服がついに着 

られなくなったらしく最近はダイエットに勤 

しんでいます。        笠原大輔君 

・妻の誕生日プレゼントありがとうございまし 

た。とても喜んでいました。  小池吉徳君 

・妻の誕生日のお祝いをいただきありがとうご 

ざいます。皆様のお気持ちと一緒に渡したい 

と思います。         鷺坂和也君 

・ＲＣは 0才ですので、これからも指導お願い 

します。           中村秀樹君 

スマイル累計額 ６２７，６０２円 

 

 

■ 会 員 卓 話                        

江﨑直利君 

病気になったら

（晴佐久神父） 

病気になったら 

どんどん泣こう 

痛くて眠れないと

いって泣き 

手術がこわいといって涙ぐみ 

死にたくないよといって めそめそしよう 

恥も外聞もいらない 

いつものやせ我慢や見えっぱりを捨て 

かっこわるく涙をこぼそう 

またとないチャンスをもらったのだ 

自分の弱さをそのまま受け入れるチャンスを 

病気になったら おもいきり甘えよう 

あれが食べたいといい 

こうしてほしいと頼み 

もうすこしそばにいてとお願いしよう 

遠慮も気づかいもいらない 

正直に わがままに自分をさらけだし 

赤ん坊のようにみんなに甘えよう 

またとないチャンスをもらったのだ 

思いやりと まごころに触れるチャンスを 

病気になったら 心ゆくまで感動しよう 

食べられることがどれほどありがたいことか 

歩けることがどんなにすばらしいことか 

新しい朝を迎えるのがいかに尊いことか 

忘れていた感謝のこころを取りもどし 

この瞬間自分が存在している神秘 

見過ごしていた当たり前のことに感動しよう 

またとないチャンスをもらったのだ 

いのちの不思議を味わうチャンスを 

病気になったら すてきな友達をつくろう 

同じ病を背負った仲間 

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

44 43 1 15 
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日夜看病してくれる人 

すぐに駆けつけてくれる友人たち 

義理のことばも 儀礼の品もいらない 

黙って手を握るだけですべてを分かち合える 

あたたかい友達をつくろう 

またとないチャンスをもらったのだ 

 

 

渡邊博文君 

趣味特技は、皆様

に自慢できるものは

ありませんが、小学

校・中学校・高校と

野球をやっていまし

た。自分でも少しは

人より上手じゃない

かと思っていましたが、中学から高校に進学する

ときに、上手な人は高校から野球のスカウトが来

ます。同級生でもありましたが、自分にはありま

せんでした。これが現実でした。野球は好きです

が、他が認めるほどの特技ではないことが証明さ

れました。ちなみに、自分の娘は、テニスをして

いました。テニスでは優秀な戦績でした。当然、

県内外の強豪高校から、スカウトがきました。 

しかし、高校に入学し、野球を続けました。こ

こで、特技がわかりました。私が、絶好調の時で

７打席連続ヒットを打っていましたが、たまたま

試合で負けてしまいました。すると監督が、「だら

しがない、みっともない」と、代表して怒られま

した。また、高校の体育祭にて、リレーで当時の

俊足を発揮して４人抜きをしましたが、先生から

「みっともない」と怒られました。理不尽なこと

に耐えることができることが、特技と気づきまし

た。こんなこともありました。お昼に近くのパン

屋さんにパンを買いに行きました。そこで、担任

の先生が、タバコを買いに来ていて鉢合わせしま

した。校則では、昼休みに外出禁止になっていま

した。先生から、誰もいない教室に呼ばれ「わか

ってるな、歯を食いしばれ、股を広げろ」と言わ

れ、思いっきり胸のあたりをけられました。たか

が、パンを買いに行っただけで、こんな理不尽に

も笑って耐えました。 

私の「憧れ」の趣味は、「読書」です。「趣味は、

何ですか？」と聞かれて、「読書です」と言ってみ

たいです。先ほどの、「今週の一言」で鈴木健夫さ

んが、とても素敵でした。 

あんなふうな発言は、普段から本を読み漁ってい

るからこそ、あのようなことが言えると思います。

普段から鈴木健夫さんと話していると、知性と溢

れんばかりの教養を感じます。鈴木健夫さんのよ

うになりたいと思いました。 

趣味を読書にちかづけたいと思います。商工会

議所で、スコープという広報誌があります。そこ

に、江﨑書店さんで推薦図書のコーナーがありま

す。何を読んでよいのかわからないので、これら

を読んでみることにしました。そこで、分かった

ことがあります。自分には、ビジネス書籍ではな

く、小説が読みやすく、あっていることがわかり

ました。 

＊「同志少女よ、敵を撃て」アガサ・クリスティ

ー賞受賞 本屋大賞受賞 逢坂冬馬著 

＊「木挽町のあだ討ち」直木賞受賞 山本周五郎

賞受賞  永井沙耶子著 

＊「小説 8050」 林真理子著 

これらは、多くの文献を調べ、参考にしています。

当時の歴史・風俗や社会性を細かく描写していま

す。人の心の葛藤や苦悩、残酷さ、愛情、成長、

友情、絆などが細かく描かれています。 

読書が得意ではない自分でも、小説の中に引き込

まれ、ワクワクドキドキしながらとても読書を楽

しむことができました。 

ほかにも面白い小説が多く紹介していただき、読

書が楽しかったです。 

また、皆様にもご紹介いたします。 

これからも、読書楽しみ、知性と教養溢れる人に

なれるように続けてまいりたいと思います。 
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■ 今週の一言         鈴木健夫君 

将東游題壁 釈月性 

男児立志出郷関  男子

が志を立てて郷里を出る 

学若不成死不還  もし

学問が成就しないなら

ば、死んでも帰らない 

埋骨豈期墳墓地  骨を

埋める場所はどうして故郷の地だけであろうか 

人間到処有青山  世の中どこへ行っても死に

場所はあるものだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会プログラム

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当/秋谷貴也君） 

例会日 クラブ行事 摘要 

2/20(金) 

第 1627 回 
会員卓話 小杉苑 

3/6（金） 

第 1628 回 
IGM 報告 理事会 

3/13(金) 

第 1629回 
会員卓話 小杉苑 

3/27(金) 

第 1630 回 
桜花鑑賞 びく石山 

おめでとうございます！ 


